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[緒言] 

 洗浄技術は、電気工業や機械工業などにお

いて必要な基本的な技術である。数年前まで

は、洗浄にフロン類が広く使われていた。し

かしながら、地球のオゾン層の破壊や、地球

温暖化の原因物質としてこれらフロン類は現

在使用できない。そのため、新しい洗浄方法

と装置の開発が実社会から求められている。

今回は、部品洗浄機を試作した。 

[装置] 

 沸点の正確な測定方法と装置について、国

内では小島ら1）、外国ではSwietoslawskiら2）が

一連の研究を行っている。沸点測定装置には

細い管が付いていて、沸騰している液と蒸気

が一緒に混合してその管を上り、温度測定部

に衝突させて正確な沸点を得ている。今回は、

その沸騰している液と蒸気が衝突する箇所に

温度計でなくて汚れた部品をおいて洗浄を試

みた。 

 今回作製した部品洗浄機の略図を Fig.1 に

示す。上は洗浄前、下は洗浄後を示す。装置

本体はガラス製である。装置の主要部分は、

第一の沸騰槽 A、第二の沸騰槽 B、洗浄槽 C、

汚れ部品 D、加熱ヒータ E、冷却器 F、コッ

ク G、オーバーフロー部 Hからなる。 

 まず、洗浄槽Cに汚れ部品Dを入れる。アセ

トン約 50％の水溶液を約 400cm3作成し、第

一の沸騰槽Aに約 180cm3、第二の沸騰槽Bに

約 220cm3入れ、加熱沸騰させる。第一の沸 
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騰槽 A内の液は沸騰し、蒸気と沸騰液を洗浄

槽 C内の汚れ部品 Dに噴射し、洗浄する。洗

浄に、溶剤の化学的効果だけでなく、衝突に

よる物理的効果も利用する。液と蒸気の流れ

を Fig.1の矢印で示す。Fig.1に示すように、 

汚れ成分は気化しないので、部品Dの汚れは

第二の沸騰槽Bに蓄積される。洗浄完了後、

第一の沸騰槽Aの加熱を止め汚れ部品を取り

出す。Fig.2 に、アセトン+水系の気液平衡曲

線を示す。ここで、xFは仕込み組成、xAとxBは

それぞれ定常状態に達したときの第一の沸騰

槽Aおよび第二の沸騰槽Bにおける液組成を

示し、それぞれ、90％および 30％となる。第

一の沸騰槽A内の混合液をコックGから 50％

取り出し、第二の沸騰槽B内の混合液を 35％

蒸気として蒸留した後、第二の沸騰槽Bの加

熱を停止する。 

 この単蒸留操作で物質収支に基づいて、次

式が得られる。 

22
11

ln L dxI L y x= = −∫  

このとき、I=-0.431となり、Fig.3より第二の

沸騰槽Bに残る液の組成xEは 0.015となる。 

このような操作をすると、アセトンの回収

率は 99％となり、溶媒のリサイクルが効果的

になる。 

[結果] 

 油性インクを塗布したガラス管の洗浄前後

の実験結果を Fig.4 に示す。この結果を見て

もスプレー洗浄と蒸気洗浄の利点を兼ね備え

た今回の洗浄により優れた洗浄効果を発揮し

ている。 

本装置の開発によりポンプなどの動力を一

切必要としないリサイクル洗浄方法のプロセ

スができた。 

[使用記号] 
: :I L積分値　 液量  , g
:x 液相重量分率　y:気相重量分率  

1: 2 :開始時 終了時  
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Fig.3 x-I 曲線,  x1=0.30 
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